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  （百万円未満切捨て）

１．2020年３月期第２四半期の連結業績（2019年４月１日～2019年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2020年３月期第２四半期 17,382 3.6 1,141 16.6 1,176 16.1 610 36.3 

2019年３月期第２四半期 16,778 △1.8 979 31.7 1,013 30.7 447 11.8 
 
（注）包括利益 2020年３月期第２四半期 739 百万円 （22.9％）   2019年３月期第２四半期 601 百万円 （37.6％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

2020年３月期第２四半期 41.13 － 

2019年３月期第２四半期 30.18 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

2020年３月期第２四半期 25,519 12,616 43.2 743.51 

2019年３月期 25,269 12,978 41.9 714.40 
 
（参考）自己資本 2020年３月期第２四半期 11,028 百万円   2019年３月期 10,596 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2019年３月期 － 0.00 － 12.00 12.00 

2020年３月期 － 0.00       
2020年３月期（予
想）     － 10.00 10.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

2019年３月期の期末配当金には記念配当２円が含まれております。 

 

３．2020年３月期の連結業績予想（2019年４月１日～2020年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 33,500 2.8 1,550 4.8 1,645 6.7 790 2.6 53.26 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名） 、除外  －社  （社名） 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年３月期２Ｑ 15,180,000 株 2019年３月期 15,180,000 株 

②  期末自己株式数 2020年３月期２Ｑ 347,124 株 2019年３月期 347,124 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2020年３月期２Ｑ 14,832,876 株 2019年３月期２Ｑ 14,832,876 株 

 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっては、添

付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご

覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、消費税率引き上げを前に、緩やかながらも駆け込み需要

が耐久財や高額商品で発生したほか、軽減税率対応への需要も好材料となりました。また、公共工事の前倒し執

行や東京五輪を控えた建設投資から工事関連事業が活発化しました。一方では、世界的な自動車販売および半導

体関連の低迷や、工作・機械産業の受注減を背景に製造業の悪化が続きました。深刻な人手不足による人件費の

高騰や、台風15号の被害により一部地域で企業活動が停滞するなど、景気後退局面入りの可能性も出てきまし

た。

このような状況のもと、当社グループでは、新商品開発への積極的な取組みと、顧客サービスの強化に努めて

まいりました。これらの結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高173億82百万円（前年同四半期比

3.6％増）、営業利益11億41百万円（同16.6％増）、経常利益11億76百万円（同16.1％増）、親会社株主に帰属

する四半期純利益６億10百万円（同36.3％増）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

（卸売事業）

住宅市場は、持家と分譲住宅で消費増税前の駆け込み需要がみられ前年を上回っていますが、貸家については

金融機関の厳格な審査姿勢の影響もあり前年を下回って推移しております。４月から８月までの新設持家着工数

は全国で128千戸（前年同期比6.0％増）、北海道で５千戸（同4.5％増）と前年を上回る水準で推移しておりま

す。このような状況のもと、工務店に対する営業支援のための提案型モデル住宅「Ｓｋｏｇのいえ」の全国展開

とその商品群のブランド化を進め、自然素材の輸入関連商品、床下冷暖房システム「Ａｉｒ Ｖｏｌｌｅｙ」な

どの新商品開発と販売強化に努めてまいりました。これらの結果、売上高63億36百万円（前年同四半期比4.7％

増）、営業利益５億33百万円（同4.1％増）となりました。

（小売事業）

ホームセンター業界においては、個人の節約志向は根強く、同業他社、他業種との競争の激化が続いておりま

す。このような状況のもと、お客様満足度の向上、接客力の強化に務めてまいりました。また、消費増税前のお

客様の需要に応えるべく、他店との差別化を図る催事を企画いたしました。これらの結果、売上高95億66百万円

（前年同四半期比1.1％増）、営業利益６億21百万円（同18.4％増）となりました。

（不動産事業）

前年に行った賃貸用建物の建て替えによる収入増とホームセンターへの新テナント入居により、売上高１億71

百万円（前年同四半期比52.0％増）、営業利益１億16百万円（同58.0％増）となりました。

（足場レンタル事業）

業務の効率化による生産性の向上と経費削減に努めておりますが、今年度は資材の仕入れが先行したこともあ

り、売上高５億77百万円（前年同四半期比4.1％増）、営業利益38百万円（同31.0％減）となりました。

（サッシ・ガラス施工事業）

工事現場での設計、監理、施工の基本を徹底することで業務の効率化に努めており、売上高７億31百万円（前

年同四半期比22.0％増）、営業利益41百万円（同96.1％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明 

①資産・負債及び純資産の状況

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は255億19百万円となり、前連結会計年度末に比べて２億49百

万円増加しております。これは主に、現金及び預金が９億99百万円減少したものの、売上債権が11億７百万円増

加したことによるものであります。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は129億３百万円となり、前連結会計年度末に比べて６億11百

万円増加しております。これは主に、買入債務が11億30百万円、未払法人税等が１億54百万円それぞれ増加した

ものの、借入金が８億20百万円減少したことによるものであります。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産は126億16百万円となり、前連結会計年度末に比べて３億61百万

円減少しております。１株当たりの純資産は743円51銭となり、前連結会計年度末に比べて29円11銭増加してお

ります。

なお、自己資本比率は43.2％となっており、前連結会計年度末と比較して1.3ポイント向上しております。

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べ９億99百万円減少し、29億76百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果による資金の増加は11億66百万円（前年同四半期は９億24百万円の獲得）となりました。これ

は主に、税金等調整前四半期純利益が11億77百万円となったことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果による資金の減少は２億30百万円（前年同四半期は６億62百万円の使用）となりました。これ

は主に、有形固定資産の取得による支出２億11百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果による資金の減少は19億35百万円（前年同四半期は４億21百万円の使用）となりました。これ

は主に、短期借入金及び長期借入金の返済による支出８億20百万円、配当金の支出１億77百万円及び連結の範囲

の変更を伴わない子会社株式の取得による支出９億23百万円によるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点において、2019年５月９日付「2019年３月期 決算短信」において発表しております2020年３月期の連

結業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2019年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2019年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,988,123 2,988,505 

受取手形及び売掛金 2,348,410 3,424,703 

電子記録債権 121,232 152,567 

商品 3,209,880 3,473,551 

販売用不動産 82,029 82,029 

その他のたな卸資産 29,377 38,692 

その他 135,296 95,299 

貸倒引当金 △10,316 △9,726 

流動資産合計 9,904,034 10,245,622 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 7,895,862 7,758,244 

土地 2,932,723 2,939,701 

その他（純額） 2,466,013 2,497,764 

有形固定資産合計 13,294,599 13,195,710 

無形固定資産    

のれん 206,830 180,976 

その他 125,498 131,603 

無形固定資産合計 332,328 312,579 

投資その他の資産    

その他 1,756,478 1,796,358 

貸倒引当金 △17,519 △30,794 

投資その他の資産合計 1,738,958 1,765,564 

固定資産合計 15,365,887 15,273,853 

資産合計 25,269,921 25,519,476 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,624,286 2,662,404 

電子記録債務 439,594 531,634 

短期借入金 3,322,700 2,952,800 

未払法人税等 352,833 507,039 

賞与引当金 153,265 194,608 

その他 738,583 812,304 

流動負債合計 6,631,263 7,660,791 

固定負債    

長期借入金 4,251,100 3,800,200 

役員退職慰労引当金 29,010 29,010 

退職給付に係る負債 241,918 254,452 

資産除去債務 322,118 324,904 

その他 816,263 833,696 

固定負債合計 5,660,410 5,242,263 

負債合計 12,291,673 12,903,054 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2019年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2019年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 793,350 793,350 

資本剰余金 834,500 834,427 

利益剰余金 8,737,644 9,169,758 

自己株式 △132,934 △132,934 

株主資本合計 10,232,560 10,664,601 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 193,021 192,676 

土地再評価差額金 171,061 171,061 

その他の包括利益累計額合計 364,083 363,737 

非支配株主持分 2,381,604 1,588,083 

純資産合計 12,978,247 12,616,422 

負債純資産合計 25,269,921 25,519,476 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2018年４月１日 
 至 2018年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2019年４月１日 

 至 2019年９月30日) 

売上高 16,778,898 17,382,982 

売上原価 12,292,653 12,673,762 

売上総利益 4,486,244 4,709,219 

販売費及び一般管理費    

従業員給料及び賞与 1,341,663 1,368,813 

賞与引当金繰入額 186,889 198,250 

退職給付費用 16,793 19,986 

貸倒引当金繰入額 470 1,525 

その他 1,961,164 1,979,001 

販売費及び一般管理費合計 3,506,981 3,567,576 

営業利益 979,262 1,141,643 

営業外収益    

受取利息 514 421 

仕入割引 41,378 41,815 

その他 47,266 45,014 

営業外収益合計 89,158 87,252 

営業外費用    

支払利息 16,424 13,257 

売上割引 35,809 36,239 

その他 2,852 2,814 

営業外費用合計 55,086 52,311 

経常利益 1,013,335 1,176,584 

特別利益    

固定資産売却益 － 590 

特別利益合計 － 590 

特別損失    

固定資産除売却損 18,000 4 

特別損失合計 18,000 4 

税金等調整前四半期純利益 995,335 1,177,170 

法人税、住民税及び事業税 423,151 476,206 

法人税等調整額 △47,731 △39,522 

法人税等合計 375,420 436,684 

四半期純利益 619,914 740,486 

非支配株主に帰属する四半期純利益 172,304 130,377 

親会社株主に帰属する四半期純利益 447,609 610,108 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2018年４月１日 
 至 2018年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2019年４月１日 

 至 2019年９月30日) 

四半期純利益 619,914 740,486 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △18,225 △764 

その他の包括利益合計 △18,225 △764 

四半期包括利益 601,688 739,721 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 429,213 609,763 

非支配株主に係る四半期包括利益 172,475 129,958 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2018年４月１日 
 至 2018年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2019年４月１日 

 至 2019年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 995,335 1,177,170 

減価償却費 350,904 351,006 

のれん償却額 25,853 25,853 

賞与引当金の増減額（△は減少） 48,544 41,343 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,642 12,684 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 10,787 12,533 

受取利息及び受取配当金 △8,513 △8,805 

支払利息 16,424 13,257 

固定資産除売却損益（△は益） 18,000 △586 

投資有価証券売却損益（△は益） － 375 

売上債権の増減額（△は増加） △770,323 △1,120,931 

たな卸資産の増減額（△は増加） △135,704 △272,985 

仕入債務の増減額（△は減少） 641,601 1,130,158 

未払消費税等の増減額（△は減少） △244,996 57,850 

その他 164,608 75,182 

小計 1,110,880 1,494,107 

利息及び配当金の受取額 8,513 8,805 

利息の支払額 △16,432 △13,466 

役員退職慰労金の支払額 △8,720 － 

法人税等の支払額 △170,018 △323,203 

営業活動によるキャッシュ・フロー 924,222 1,166,242 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △201 △206 

有形固定資産の取得による支出 △648,711 △211,832 

有形固定資産の売却による収入 － 1,035 

無形固定資産の取得による支出 △10,525 △24,457 

投資有価証券の取得による支出 △2,454 △2,560 

投資有価証券の売却による収入 － 1,037 

貸付けによる支出 △3,300 － 

貸付金の回収による収入 3,339 6,242 

出資金の払込による支出 △150 － 

投資活動によるキャッシュ・フロー △662,003 △230,742 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 250,000 △350,000 

長期借入金の返済による支出 △511,771 △470,800 

配当金の支払額 △147,987 △177,380 

リース債務の返済による支出 △11,943 △13,592 

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出 
－ △923,552 

財務活動によるキャッシュ・フロー △421,701 △1,935,325 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △159,482 △999,825 

現金及び現金同等物の期首残高 3,500,873 3,976,700 

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,341,391 2,976,874 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

 
卸売 
事業 

小売 
事業 

不動産 
事業 

足場 
レンタル 
事業 

サッシ・ 
ガラス施工 

事業 
合計 

売上高            

外部顧客への売上高 6,048,909 9,462,532 112,758 555,031 599,665 16,778,898 

セグメント間の 
内部売上高又は振替高 

295,713 1,657 28,608 776 8,690 335,444 

計 6,344,623 9,464,190 141,366 555,807 608,355 17,114,342 

セグメント利益 511,935 524,513 73,996 56,286 21,222 1,187,954 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 1,187,954

セグメント間取引消去 △2,785

全社費用（注） △205,906

四半期連結損益計算書の営業利益 979,262

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。

- 9 -

株式会社キムラ（７４６１）　　　　　
２０２０年３月期　第２四半期決算短信



Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

 
卸売 
事業 

小売 
事業 

不動産 
事業 

足場 
レンタル 
事業 

サッシ・ 
ガラス施工 

事業 
合計 

売上高            

外部顧客への売上高 6,336,069 9,566,246 171,442 577,517 731,706 17,382,982

セグメント間の 
内部売上高又は振替高 

273,086 2,336 19,728 552 2,413 298,116

計 6,609,155 9,568,582 191,170 578,069 734,120 17,681,098

セグメント利益 533,090 621,030 116,935 38,810 41,609 1,351,475

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 1,351,475

セグメント間取引消去 770

全社費用（注） △210,602

四半期連結損益計算書の営業利益 1,141,643

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。
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